
機能

ASTRUX機能対応表（1/5）

ASTRUX Ver 1.1ASTRUX Ver 2.0

オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張
for Apeos　使用時オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張

for Apeos2.0　使用時 備考欄 

稼働条件

ファイル
管理機能

OS（サーバー）

OS（クライアント）

Windows NT Server 4.0(SP6a)/
Windows 2000 Server(SP1)/
Windows 2003 Server

Windows 98/NT/Me/2000/XP

対象アプリケーション DW, Word, Excel, PPT,T ext, PDF, HTML, 一太郎 ,
その他拡張子の登録により任意ファイルが可能

アクセス権管理 R権：読込み権
RW権：読込み&書込み権

アクセス権設定単位 フォルダ・文書単位

版管理
○

最大バージョン数の指定は不可
旧版を一般ユーザには見せない機能あり

管理オブジェクト
フォルダ
文書

Web ブラウザ
Internet Explorer 5.5(SP2)/6.0(SP1) 以上
NetscapeCommunicator 4.7 以上

データベース
全文検索： IndexServer / IndexService
属性検索： MSDE(Microsoft Data Engine) /
               SQL Server 7.0 / SQL Server 2000

Windows 2000 Server(SP4)/
Windows 2003 Server(SP1.2)※R2 含む

2000/XP/Vista

DW, Word, Excel, PPT,TEXT, PDF, HTML, 一太郎 ,
その他拡張子の登録により任意ファイルが可能

R権：読込み権
RW権：読込み&書込み権

RWD権：読込み&書込み権＆削除権限
RWDの削除権限が追加になりました。

公開画面よりユーザー単位での設定が行えます。 

最新登録文書にNEWマークが付与されます。
（期間は設定による）

タブの上限を10まで増やし、運用のバリエーションが
広がりました。タブ色は運用に合わせて設定できます。 

格納文書数が 5万文書から 30万文書まで
可能になりました。 

同時ファイルアップロード数が 1ファイルから
100ファイルまで可能になりました。 

タブ・フォルダ・文書単位

○
最大バージョン数の指定は不可

旧版を一般ユーザには見せない機能あり

フォルダ
文書

パーソナルベージ ×
ユーザー設定画面（以下、各機能）

ユーザー情報 /上長設定 /代理承認者 /表示設定

New/Rev 表示 ×
○

（NEWマークを表示）

フォルダ階層化表示
○

（最上位階層であるタブは 4つ）
○

（最上位階層であるタブは 10タブ毎の色指定可能）

最大格納文書数
ソフト上の制限はない
（5万文書まで検証済み）

ソフト上の制限はない
（30万文書まで検証済み）

ファイルアップロード数 5ファイル最大 100ファイル

フォルダ、文書の
表示 /非表示設定 ○○

文書の有効期限設定
○

（メールによる事前削除通知機能あり）
○

（メールによる事前削除通知機能あり）

ファイルのサムネイル表示
○

DocuWorks, TIFF, BMP, JPEG
○

DocuWorks, TIFF, BMP, JPEG

フォルダ &文書のURL 指定 ○○

Internet Explorer 6.0(SP1)/7 以上
Firefox2

全文検索：  IndexService
属性検索： MSDE(Microsoft Data Engine) /
                SQL2005(Exp,std,WorkGroup) / SQL Server 2000 
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機能
ASTRUX Ver 1.1ASTRUX Ver 2.0

オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張
for Apeos　使用時オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張

for Apeos2.0　使用時 備考欄 

ファイル
管理機能

ワークフロー
機能

直列型承認 ○

並列型承認（全員承認型） ○

並列型承認（代表承認型） ○

代行承認
△

代行承認の代わりにルート変更の機能有

○

急な出張などの場合、ユーザー毎の代理者が
承認作業を行えます。
また代理で承認を行ったことがメールで通知されます。

ユーザー毎の上長を設定しておくことにより
承認者を上長に設定した場合、
ログインユーザー毎の上長がフローに表示されます。

設定された文書は削除時に承認のプロセスを経て
削除されます。

承認時の文書が 100ファイルまで
登録可能になりました。 

設定してある期日に自動的に承認、否認、
また取り下げを行います。 

別フォルダにファイルを移動する際、
承認のプロセスを経て移動されます。
例：起案フォルダ→稟議フォルダ
　　未受注フォルダ→受注済みフォルダなど・・

ファイル削除後は一旦ゴミ箱に格納されます。

タブ毎に属性管理ができます。
例：ISO文書 /見直し予定日、
　　見積もり文書 /受注日、見積もり管理ナンバーなど

従来、共有フォルダにあるファイルはダウンロードを
行ってからファイルの編集を行い、アップロードする
ことが必要でしたが、WebDAVを利用することにより
編集権限があるユーザーであれば、ファイルを開いて
直接編集して保存することが可能です。
WebDAV操作中、他ユーザーからは編集中と表示されます。
（編集権限がない場合、WevDAVは表示されません）

○

○

○
（代理者の設定が可能）

上長指定 ×○

改訂申請 ○○

削除申請 ×○

×○公開申請

最大登録承認・添付文書数 1ファイル 
最大 100 ファイル

添付ファイル 100ファイル

アクション名の別名化
（例：承認から審査に） ○○

督促通知 ○○

期日に対し自動承認･否認･取り下げ ×○

ゴミ箱機能

属性表示

直接編集

リスト表示時の表示列変更

×
○

（誤操作による削除を防止するゴミ箱機能）

○○
( タブ毎の属性値を表示 )

× ○
承認時のみ（DocuWorks）

○
公開文書・承認文書（DocuWorks　MS Office）

○○
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機能
ASTRUX Ver 1.1ASTRUX Ver 2.0

オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張
for Apeos　使用時オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張

for Apeos2.0　使用時 備考欄 

ワークフロー
機能

期日指定発行 ○

自動発行 ×

○

任意の文字列、連番タグ [半角数字 ]、日付タグ
[yyyy][mm][dd] を自由に組み合わせて設定が可能
例：[yyyy][mm][dd] 見積もり [00001]
　　　　　↓
　　20080918 見積もり 00001 

申請番号を属性値として自動挿入でき、管理できます。

申請ルート毎のフォーマットファイルを登録する
ことができます。フォーマットファイルをWebDAVで
編集を行いながら申請・承認を行うことができます。
例：稟議書のテンプレート
　　クレーム報告書のテンプレートなど

否認時に申請者へ差し戻しを行い、再度申請を
行うことができます。

ログインユーザー、グループ毎に必要な申請ルート
のみを表示します。

○

申請番号管理 ×○

申請番号の自動挿入 ×○

否認時のリトライ機能 ×○

申請ルート毎の
フォーマットファイルの登録

×○

個人名ではなく
部門役職名による申請

○○

参考資料の添付 ○○

電子メールとの連携 ○○

電子メールメッセージカスタマイズ ○○

承認履歴の修正＆削除 ○○

承認前の申請取り下げ ○○

連携可能なメールシステム SMTPに対応するものSMTPに対応するもの

申請ルートのパターン登録

ユーザー、部門での
申請ルートの表示

申請文書の直接編集

○○

×○

申請ルートを作成後、ユーザー毎にルートの保存が
行えます。 

承認文書の編集を許可に設定している場合、
WevDAVを利用して承認文書の直接編集を行えます。
（DocuWorks・MS Office）

承認アクション後、自動的に設定したフォルダに
格納します。
（申請時に必須項目の属性値や登録フォルダの設定が必要）

ユーザー単位での
申請ルート作成保存

△
（申請ルートの作成は可能）○

前回使用した申請ルートの呼び出し ○○

申請文書の差替え ○○

× ○
○

（編集可の設定によりWebDAVによる直接編集が可能）
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機能
ASTRUX Ver 1.1ASTRUX Ver 2.0

オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張
for Apeos　使用時オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張

for Apeos2.0　使用時 備考欄 

検索機能

Apeos 連携

その他

絞込み検索 ×

ユーザ認証 ×

×

○

○

オンラインマニュアル ×○

文書回覧
○

（ワークフローにて実現）
○

（ワークフローにて実現）

文書格納時のメール通知 △○

複数文書の一括操作
△

（削除のみ可能）
△

（削除、複数ファイルの一括登録が可能）

管理者からのメッセージ
○

（テロップ表示機能）
○

（テロップ表示機能）

文書名検索

属性検索

検索条件登録

○○

○○

機能強化により全文検索のスピードアップを
実現しました。

任意の日程に設定できます。 

よく利用する検索条件をユーザー毎にテンプレート
として保存、また業務別によく利用する検索条件を
タブ毎に保存できます。 

検索結果をさらに絞り込んで検索することができます。

オンラインマニュアルを追加しました。

Apeos のタッチパネルより申請ルートの
テンプレートをワンタッチで操作できます。 

Apeos のタッチパネルより申請フォルダの
テンプレートをワンタッチで操作できます。 

タブ毎に通知メールアドレスを登録可能です。

全文検索 ○
（DW, Word, Excel, PPT, Text, PDF, 一太郎 , HTML）

○
（DW, Word, Excel, PPT, Text, PDF, 一太郎 , HTML）

新着情報 本日 /1日前 /3日前 /1週間前 /1ヶ月前本日 /1日前 /3日前 /1週間前 /1ヶ月前 /任意の日程

追加属性
テキスト型 /テキスト型（プルダウンメニュー）/

日付型 /数値型
テキスト型 /テキスト型（プルダウンメニュー）/

日付型 /数値型

○

× ○

スキャン文書の登録 × ○× ○

スキャン文書のプレビュー ×
○

（登録前にプレビュー）×
○

（登録前にプレビュー）

スキャン文書のワークフロー申請 × ○× ○

スキャン文書のファイル名指定 × ○× ○

サムネイル表示 × ○× ○

申請ルートテンプレートの
読み出し × ×× ○

登録フォルダテンプレートの
読み出し × ×× ○

プライベートフォルダ保存 ×
○

（文書ボックス使用）
×

○
（文書ボックス使用）
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機能
ASTRUX Ver 1.1ASTRUX Ver 2.0

オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張
for Apeos　使用時オプション無 ASTRUX ワークフロ拡張

for Apeos2.0　使用時 備考欄 

その他

価格

オプション

サブ管理者モード
（特定部門だけを管理するモード）

○
（コンテンツ管理者）

○

○
（コンテンツ管理者）

サーバ

●ASTRUX：¥498,000
　年間保守：¥124,500
●ASTRUX Option Kit：¥200,000
　年間保守：¥35,000
●ASTRUXワークフロ拡張 for Apeos：¥200,000
　年間保守：¥50,000

●ASTRUX Option Kit
　　ユーザ、グループおよび文書属性の一括編集・登録・
　　削除を行うためのオプション。
●ASTRUXワークフロー拡張 for Apeos
　　Apeos との連携オプション。
●ASTRUX DocuWorks Plugin（標準機能）

●ASTRUX Option Kit
　　ユーザ、グループおよび文書属性の一括編集・登録・
　　削除を行うためのオプション。
●ASTRUXワークフロー拡張 for Apeos
　　Apeos との連携オプション。
●ASTRUX DocuWorks Plugin（標準機能）

●約款管理 ( リリース予定 )
●Web 公開専用オプション ( リリース予定 )
●画像データベース ( リリース予定 )

●ASTRUX：¥498,000
　年間保守：¥124,500
●ASTRUX Option Kit：¥200,000
　年間保守：¥35,000
●ASTRUXワークフロ拡張 for Apeos：¥200,000
　年間保守：¥50,000

文書管理台帳の作成機能

ファイル表示の有効期限

属性登録時の別ウインドウ表示
（Scan イメージを見ながら属性登録）

○○

セキュリティー機能 △SSL の対応
メールサーバー指定のSMTP設定

○
（指定時間、文書表示を放置すると表示を切る）

○
（指定時間、文書表示を放置すると表示を切る）

SSL を利用し、情報を暗号化することによって、
ネットワークを安全に送受信できます。 

トップ画面のカスタマイズ ○
指定フォルダに、HTMLを登録するだけで実現

○
指定フォルダに、HTMLを登録するだけで実現

DBバックアップ機能
○

（手動＆自動）
○

（手動＆自動）

アクセスログ採取 ○○

クライアントライセンス 不要不要

○

ASTRUX機能対応表（5/5）http://www.astrux.jp/




